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は じ め に

　本ガイドブックのシリーズでは、岡山県内の様々な文化財を紹介してきまし

たが、今回は、町並みや景観を紹
しょう
介
かい
します。文化財の種別では、「伝統的建造

物群」「文化的景観」がこれに当たります。

　昭和２０（１９４５）年に終わった第２次世界大戦後、日本は急速な復興と経済

成長を遂
と
げました。その反面、伝統的な建物が急速に失われ、市街地において

も、農村部においても、それまで当たり前のように存在した景観が失われてい

きました。その危機感から、昭和５０（１９７５）年の文化財保護法改正で伝統的

建造物群保存地区の制度（伝建制度）が、平成１６（２００４）年の改正で文化的

景観の制度が設けられ、それらを保護し活用する取り組みを国が後押しするよ

うになりました。

　伝統的建造物群とは、「周囲の環
かん
境
きょう
と一体をなして歴史的風

ふう
致
ち
を形成してい

る伝統的な建造物群で価値の高いもの」と定められている文化財です。市町村

や市町村教育委員会が、法律や条例に基づいて決定したものを「伝統的建造物

群保存地区」（伝建地区）といいます。そして、国が特に価値が高いと判断して

選定したものを「重要伝統的建造物群保存地区」といいます。岡山県内では現

在３か所が選定されています。（５、７、１１ページ参照）

　また、文化的景観とは、「地域における人々の生活又は生業及び当
とう
該
がい
地域の

風土により形成された景観地で我が国民の生活又は生業の理解のため欠くこと

のできないもの」と規定され、国が特に重要なものとして選定したものを「重

要文化的景観」といいます。

　町並みや景観を保存していくためには、多くの人の力が必要です。自治体が

町並みを守るという方針を持っていなければ、保存していくことはできません

し、地域に住んでいるみなさんの理解と協力は欠くことができません。

　今回は、岡山県内の町並み・景観を紹介し、それらの価値を再認識し、大切

に残していくべき身近な文化財として理解を深めていただきたいと思います。



港 町 −みなとまち−

玉
たま

島
しま
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　江戸時代、瀬
せ
戸
と
内
ない
海
かい
に面し高梁川の河口に位

置する玉島は、備中松山藩
はん
の外

がい
港
こう
として栄えた

港町です。羽
は
黒
ぐろ
神社と住

すみ
吉
よし
神社の間に築かれた

潮
しお
止
ど
め堤

てい
防
ぼう
の上に多くの問

とん
屋
や
が集まり、新

しん
町
まち
通

りになり、その南側が港として整備されて発展
しました。羽黒神社の東側が玉島と高梁川を結
んだ高

たか
瀬
せ
通
どお
しの終点でした。新町やその西側に

ある仲
なか
買
がい
町に残る古い町並みがかつての繁栄を

物語り、岡山県の町並み保存地区に指定されて
います。

　下津井は、江戸時代初めに下津井城が廃
はい
城
じょう
に

なると、城下町としての役割を失いました。し
かし、その後は北海道や北日本と上方（大坂、
京都）を結ぶ西

にし
廻
まわ
り航路（海

かい
運
うん
）の廻

かい
（回）船

せん
や四

国へ渡る金
こん
毘
ぴ
羅
ら
船
せん
などが立ち寄る港町として、

また漁港として大いに栄えました。
　港に平行して東西に走る旧道沿いには古い町並みが残っています。「むかし下津井回

かい
船
せん

問
どん
屋
や
」は、明治時代まで使われていた廻船問屋の建物を利用して整備された資料館で、食

事などをすることもできます。岡山県の町並み保存地区に指定されています。

下
しも

津
つ

井
い

（倉敷市下津井）

（倉敷市玉島阿賀崎、
玉島中央町）

用語解説

高瀬通し…高梁川からの水路を整備し、高瀬舟
　　　（10ページ参照）の運行を可能にしたもの
廻（回）船…商品を売って回る荷船のこと
金比羅船…讃

　さぬき

岐（香川県）の金毘羅宮（金刀比羅
　　　宮）への参詣客を乗せて大坂と讃岐の間
　　　を往来した客船
町並み保存地区…歴史的町並みや史

し

跡
せき

等をまち
　　　づくりの中に生かして地域づくりを図る
　　　ために指定されたもの

倉敷市立玉島高

県立玉島高

県立玉島商高

倉敷市立
玉島小

倉敷市立玉島東中

倉敷市立乙島小

円通寺

住吉神社

羽黒神社

倉敷市立玉島西中

倉敷市立柏島小
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47

4292 玉島警察署

旧柚木家住宅
（西爽亭）

周辺図
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62倉敷市立

倉敷翔南高

倉敷市立短期大学

鷲羽山

県立
倉敷鷲羽高

下津井

430

児島IC

周辺図



　江戸時代の山
さん
陽
よう
道
どう
には５０余りの宿

しゅく
駅
えき
があり、矢掛は宿駅に発達した宿場町の一つです。

宿駅の主な役割は、幕府役人や公的な荷物・手紙を宿駅から宿駅へ継
つ
ぎ送ったり、参

さん
勤
きん
交
こう

代
たい
の大名に宿舎を提供したりすることで、それに伴って宿場町には大名などが宿泊する本

陣や脇本陣が置かれました。
　矢掛宿には、本陣をつとめた石井家と脇本陣をつとめた高草家の建物（いずれも国指定
重要文化財）が残っており、宿場町の風情が感じられます。本陣・脇本陣が往時の姿を残
し、ともに国の重要文化財の指定を受けているの
は全国でも矢掛だけで、岡山県の町並み保存地区
にも指定されています。

山陽道…京都と博多を結ぶ街道は、江戸
　　　　時代には中国路、西国街道、中
　　　　国街道などと呼ばれました。
宿　駅…街道沿いにおかれた人馬の中継
　　　　ぎをする施設
参勤交代…江戸時代、幕府が大名に対し
　　　　て、一定期間ごとに江戸と国元
　　　　（領国）に住むように義務づけた
　　　　制度

矢
や

 掛
かげ

（小田郡矢掛町矢掛）

旧 矢 掛 本 陣 石 井 家 住 宅

宿場町 −しゅくばまち−

用語解説
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旧矢掛本陣
石井家住宅 64

35

486

旧矢掛脇本陣
高草家住宅

井原鉄道
矢掛駅

矢掛町立矢掛中

県立矢掛高

矢掛町立
矢掛小

やかげ郷土美術館

小田川

周辺図



用語解説

　因
いな
幡
ば
国（現在の鳥取県東部）と播

はり
磨
ま
国（現在の

兵庫県南西部）を結ぶ因幡街道が通る大原古町
は、江戸時代には小

お
原
はら
宿と呼ばれ、鳥取藩

はん
主
しゅ
池

田家が参勤交代の際に宿泊地として利用しまし
た。江戸時代に度々大きな火災が起こっていま
すが、本陣、脇本陣が残るなど、かつての町並
みを見ることができます。現在残る本陣の建物
は、寛

かん
政
せい
年間（１７８９～１８０１年）に建てられ

たものと考えられています。脇本陣は、文政８
（１８２５）年以降に建てられたもので、小原宿
唯一の長

なが
屋
や
門
もん
を持つ建物です。岡山県の町並み

保存地区に指定されています。

　岡山県の町並み保存地区に指定されている新
庄は現在、日

にち
露
ろ
戦
せん
争
そう
を記念して植えられた「が

いせん桜」が有名で、多くの観光客でにぎわっ
ています。江戸時代には備中国と出

いずも
雲国（現在

の島根県東部）を結ぶ出雲往
おう
来
らい
の宿場町として

栄え、本陣を松
まつ
江
え
藩とその支

し
藩
はん
広
ひろ
瀬
せ
藩が利用しました。また、この地域でさかんであった

「たたら製鉄」で生産された鉄の集積地でもありました。脇本陣木
き
代
しろ
家（村指定重要文化

財）は江戸時代末期の建物で、江戸時代の風
ふ
情
ぜい
を伝えています。

大
おお

原
はら

古
ふる

町
まち

（美作市古町）

新
しん

 庄
じょう

（真庭郡新庄村）

日露戦争…明治37（1904）年から翌年にかけて
　　　　日本とロシアの間で行われた戦争
支　藩…大名の本家の当主が藩主である本藩に
　　　　対して、分家の者が藩主である藩
たたら製鉄…砂鉄と木炭を用いて江戸時代に行
　　　　われた製鉄法のこと
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181

道の駅
メルヘンの里新庄

新庄村立新庄中

新庄郵便局

新
庄
川

新庄村立新庄小

脇本陣木代家

本陣

周辺図

429
373

大原駅

後山川
市立大原病院

吉
野
川

鳥
取
自
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頭
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行
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周辺図



倉
くら

敷
しき

市
し

倉
くら

敷
しき

川
かわ

畔
はん

（倉敷市阿知、中央、本町、東町）

商家町 −しょうかまち−
重要伝統的建造物群保存地区

　岡山県を代表する観光地の一つ、倉敷美観地区は、白
しら
壁
かべ
の町並みや倉敷川沿いの柳

やなぎ
並木、

そして明治時代以降に建てられた洋風建築が見事に調和した景観が多くの観光客を魅了し
ています。
　この周辺は、室町時代末から江戸時代にかけて新

しん
田
でん
開
かい
発
はつ
がさかんに行われ、物資輸送の

水運に倉敷川が利用されたことから、新田地帯の
中心地として発展しました。ちなみに倉敷という
のは、年

ねん
貢
ぐ
米
まい
などを運ぶ際に、一時的に保管する

倉（土蔵）が置かれた場所にしばしば残っている地
名で、県内では他に美作市林野も以前「倉敷」と
呼ばれていました。江戸時代の大半は幕府領であ
り、代

だい
官
かん
所
しょ
が置かれていました。現在、倉敷アイ

ビースクエアがある場所が代官所の跡地です。
　倉敷の町

まち
家
や
の特

とく
徴
ちょう
としては、建物外部の柱や窓

枠などを白壁で塗りこめた塗
ぬり
屋
や
造
づくり
や倉敷窓と呼ば

れる格
こう
子
し
窓
まど
などがあげられます。これらの特徴的

な建造物が雁
がん
木
ぎ
など水運の歴史を物語る川畔とと

本 町 通 り
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倉敷郵便局
倉敷
駅

倉敷市立東小

倉敷中央病院

倉敷市立
自然博物館

倉敷市立美術館
大原
美術館

倉敷考古館

岡山大資源植物
科学研究所

倉敷アイビー
スクエア

白楽町郵便局

平成病院

倉敷市立西小

429

大橋家住宅

旧大原家住宅

井上家住宅

重要伝統的建造物群保存地区周辺図



もに良く残され、大原美術館、倉敷館（旧倉敷町役場）など洋風建築も調和している倉敷の
町並みは、「倉敷市倉敷川畔重要伝統的建造物群保存地区」に選定され、伝統的建造物群
保存地区（伝建地区）の背景を含めた景観保全が図られており、その周辺も倉敷市によって
美観地区として景観が守られています。
　伝建地区内には、国指定重要文化財の旧大原家住宅と井上家住宅、市指定重要文化財の
楠戸家住宅と倉敷館があるほか、国登録有形文化財の楠戸家住宅米蔵ほか、倉紡記念館、
児島虎次郎記念館、中国銀行倉敷本町支店があります。また伝建地区外では、大橋家住宅
が国の重要文化財に指定され、若竹の園保育園舎事務室棟・幼児保育南棟が国登録有形文
化財になっています。

旧 大 原 家 住 宅

年貢米…年貢（税）として納められた米
幕府領…江戸幕府が役人（代官）を置き、直接支配した土地
町　家…民家のうち、町を形成しているものを総称して町家（町屋とも書き
　　　　ます）と呼びます。
倉敷窓…防火用の土塗りの扉が付いた格子窓
雁　木…船着場に降りるために設けられた階段

用語解説
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　津山市付近は、古代から美作地域の中心地でしたが、現在の市街地は、江戸時代に津山
城が築かれて発展した城下町が基

き
礎
そ
となっています。津山城の堀の内側には武

ぶ
家
け
地
ち
として

上級家臣の屋
や
敷
しき
が置かれ、そのほか、町の北側と南側にも武家地がありました。城の西側

は武家地のほか、寺院や神社が多い寺社地でした。城下町南側の町
ちょう
人
にん
地
ち
に出

いずも
雲往

おう
来
らい
が東西

に走っています。
　津山城下の出雲往来を東へ進み、津山城の天然の堀にもなっていた宮

みや
川
がわ
を渡ると、商家

が続く町並みが約１キロメートル
続いており、「津山市城東重要伝
統的建造物群保存地区」に選定さ
れているほか、城の西側と北側に
は、歴史まちづくり法に基づいた
重点地区があります。
　伝建地区西部にある旧苅田家住
宅は、城下町を代表する商家の住
宅として国の重要文化財に指定さ
れています。苅田家は城下町最大
規模の商家で、江戸時代中期に酒

津
つ

山
やま

市
し

城
じょう

東
とう

津山城下町の町割り

城下町・陣屋町 −じょうかまち・じんやまち−
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津
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藺田川

（津山市橋本町、林田町、勝間田町、
　　　　　　　　　　中之町、西新町、東新町）



造業を始めました。そのほか、伝建地区内では、幕末に活
かつ
躍
やく
した洋学者・医師であった

箕
みつくり
作阮

げん
甫
ぽ
の旧宅（国史跡）が公開されているほか、城東むかし町家（旧梶村家住宅　国登録

有形文化財）や旧梶村氏庭園（国登録記念物）、津山ゆかりの洋学者の資料を展示している
津山洋学資料館もあります。また、町家を復元整備した休憩所である作州城東屋敷のだん
じり展示館では、津山だんじり（県指定重要有形民俗文化財）を見ることができます。

旧 苅 田 家 住 宅

重要伝統的建造物群保存地区
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武家地・寺社地・町人地…城下町における
　　　土地利用について、武家の住宅用地
　　　が割り当てられた土地区画が武家地、
　　　商人・職人などの町人の居住地とし
　　　て割り当てられたのが町人地、寺社
　　　の用地とされたのが寺社地です。
歴史まちづくり法…正式には「地域におけ
　　　る歴史的風致の維持及び向上に関す
　　　る法律」といいます。歴史的風

ふう

致
ち

　　　（歴史上価値の高い建物やその周辺
　　　市街地からなる良好な環境のこと）
　　　を将来に残すための取組みを国が支
　　　援する制度です。

用語解説

津山工業高専

県立津山東高

津山城跡

県立津山高

津山市立西小

美作高

美作大

衆楽園
県立津山工高

県立津山商高
津山市役所

津山市立南小 姫新線

津山市立
鶴山小

津山警察署

68

394

中国
自動
車道

津山駅

53

53

作陽高

旧苅田家住宅

城東むかし町家

箕作阮甫旧宅

周辺図 重要伝統的建造物群保存地区



　現在の高梁市街地は、備中松山城の城下町として発展しました。小
こ
堀
ぼり
氏が在城した幕府

領の時期から、池田氏、水
みず
谷
のや
氏が治めた時期にかけての江戸時代前期、高梁川沿いの南北

に細長い盆地に城下町は整備されました。城下を通る松
まつ
山
やま
往来沿いに町人地、その東の山

側に主に武家地が配置されています。
　石火矢町は、御

お
根
ね
小
ご
屋
や
（藩

はん
主
しゅ
の住まいと政治の場を兼

か
ねた施

し
設
せつ
　現在岡山県立高梁高等

学校がある場所）の南に隣
りん
接
せつ
する武家地で、土

ど
塀
べい
が良く残る景観は、当時の武家地の面

おも
影
かげ

を今に伝えてくれています。旧埴
はい
原
ばら
家住宅（市指定重要文化財）と旧折

おり
井
い
家住宅が、武家屋

敷として一般公開されています。
　石火矢町地区と、かつては職人町であった紺

こん
屋
や

川
がわ
周辺の紺屋町地区が岡山県のふるさと村に指定

されています。また備中松山城跡と、その城下町
一帯は歴史まちづくり法（８ページ参照）に基づく
重点地区となっています。

石
いし

火
び

矢
や

町
ちょう

（高梁市石火矢町）

9

松山往来…山陽道の板
いた

倉
くら

宿（岡山市北区吉
　　　備津にあった宿駅）で北へ分かれ、
　　　松山城下へ至る街道
ふるさと村…古くからのすぐれた風

ふう

物
ぶつ

が残
　　　る県内の山村や漁村などを、岡山県
　　　がふるさと村として指定し、その保
　　　存と整備をはかったもの

用語解説

備中
松山城跡

城見橋公園
駐車場

高梁日新高

高梁市立高梁中
頼久寺

紺屋川
吉備国際大

高梁市役所
県立高梁城南高

高梁市歴史美術館

県立高梁高

高梁
運動公園

302

180

484

石火矢町

周辺図



勝
かつ

山
やま

（真庭市勝山）

10

　勝山城の城下町であった勝山は、出雲往来
の要

かなめ
となる地であるとともに、旭川最上流に

ある高
たか
瀬
せ
舟
ぶね
の船着場としても栄えた町です。

商家や武家屋敷が残る町並みに加え、近年は
建物それぞれの軒先にのれんが掲げられ、の
れんのある町並みが有名になりました。岡山
県の町並み保存地区に指定されています。

　足守は、豊
とよ
臣
とみ
秀
ひで
吉
よし
の正室北

きたのまんどころ
政所の兄木

きの
下
した
家
いえ
定
さだ
に始まる足守藩の陣

じん
屋
や
が置かれた陣屋町と

して、足守川の西側を中心に形成されました。町の中を備中国と伯
ほう
耆
き
国（鳥取県西部）を結

ぶ大
だい
山
せん
道
みち
が通っています。町の北西部（岡山市立足守小学校の隣

となり
）に藩主の居

きょ
館
かん
であった足

守藩主木下家屋
や
形
かたかまえあと
構跡（市指定史跡）があり、その周辺に武家屋敷が配置されていたと考え

られ、旧足守藩侍
さむらいや
屋敷

しき
遺構（県指定重要文化財）が当時の面影を感じさせてくれます。町の

北端には大名庭園の近
お
水
みず
園
えん
（県指定名勝）があるほか、この周辺には木下利

り
玄
げん
生家や緒

お
方
がた
洪
こう

庵
あん
誕生地（いずれも県指定史跡）もあります。岡山県の町並み保存地区に指定されています。

足
あし

守
もり

（岡山市北区足守）

高瀬舟…河川交通に用いられた船で、
　　　　特に江戸時代に各地で発達
　　　　しました。

用語解説

429

旧足守藩
侍屋敷遺構

葦守八幡宮

足守郵便局

近水園

木下利玄生家

緒方洪庵
誕生地

岡山市立
足守小

大光寺

足守藩主木下家屋形構跡

周辺図

321

313

勝山城跡

真庭警察署

勝山郷土資料館

勝山
運動公園

真庭市立
勝山中

県立勝山高
真庭市立
勝山小

真庭市役所
勝山振興局

姫新線
旭川

勝山文化センター

美作県民局
真庭地域事務所

旧岡野屋旅館
客室棟ほか

辻本店店舗兼主屋ほか

181

周辺図



　吹屋は、高梁市と新見市の境界に近い山間部に位置する鉱山町で、銅とベンガラの生産
で栄えました。また、備

びん
後
ご
国（現在の広島県東部）北部の東

とう
城
じょう
（広島県庄原市）から吹屋を通

って成
なり
羽
わ
（高梁市）を結ぶ街道を吹屋往

おう
来
らい
と呼んでいましたが、吹屋は鉄や米などの物資輸

送の中継地としての役割も果たしていました。
　銅山の経営は、江戸時代前期には大坂の住友家が、中期以降は地元の大塚家があたり、
明治時代になると岩

いわ
崎
さき
弥
や
太
た
郎
ろう
が近代的な経営を行い、最盛期を迎

むか
えました。銅鉱脈の近く

では硫
りゅう
化
か
鉄
てっ
鉱
こう
が産出されるため、これを利用して良質なベンガラが生産されるようになり

ベンガラ…弁柄、紅殻とも書きます。酸化第二鉄を主な発色成分とする赤色
　　　　顔料のこと
住友家…江戸時代に各地で銅山を経営し財をなした豪商で、屋号は泉屋
岩崎弥太郎…明治時代初期の実業家で、のちの三菱財閥の基礎を築いた人物
　　　　土佐藩の下級武士出身
近　代…日本では、明治時代から昭和時代前半期（第２次世界大戦終結ま
　　　　で）を指します。

高
たか

梁
はし

市
し

吹
ふき

屋
や

（高梁市吹屋）

写真提供：高梁市　
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鉱山町 −こうざんまち−
重要伝統的建造物群保存地区

用語解説



ました。銅山は昭和６（１９３１）年に閉山しました（第２次世界大戦後再開し、最終的には
昭和４７年に閉山）が、ベンガラは昭和４０年代まで生産が続きました。
　吹屋の町並みが街道沿いにできたのは江戸時代中期以降と考えられ、東側の下谷地区が
初めに開かれ、その後、西側の下町、中町、千枚
地区が発展したようです。間

ま
口
ぐち
の大きい町家はベ

ンガラを生産した豪
ごう
商
しょう
の家で、瓦は赤

せき
褐
かっ
色
しょく
の石

せき
州
しゅう

瓦、土壁には地元の赤土が使われ、格子もベンガ
ラで塗られており、赤い色が印象的な町並みとな
っています。岡山県のふるさと村に指定されてい
るほか、歴史まちづくり法に基づく重点地区にも
なっています。
　旧片山家住宅（国指定重要文化財）は、江戸時代
にベンガラの製造販売を手がけた吹屋を代表する
商家の家屋で、主

おも
屋
や
は１８世紀末に建てられ、ベ

ンガラ豪商の屋敷構成が良く残されています。

旧 片 山 家 住 宅

12

85

旧吹屋小学校

千枚
駐車場

下町
駐車場

ラ・フォーレ
吹屋

旧片山家
住宅

郷土館

P

P

周辺図 重要伝統的建造物群保存地区



八
はっ

塔
とう

寺
じ

（備前市吉
よし

永
なが

町加
か

賀
が

美
み

）

農村・漁村の景観

13

　ＪＲ山陽本線吉永駅から２０キロメートル
ほど北へ進むと、天

てん
台
だい
宗の寺院八塔寺を中心

に開けた山村があります。山岳仏教が盛んで
あった八塔寺山の麓

ふもと
の傾斜が緩やかな、標高

約４００メートルの場所に寺院や古民家から
なる集落が広がっており、岡山県のふるさと
村に指定されています。

　鏡野町北部、香
か
々
が
美
み
ダムのそばに位置する

越畑地区（地元では「こしわた」と読むそう
です。）は、かつては「たたら製鉄」が行われ
ていた場所でした。たたら製鉄を紹介するた
たら記念館があるほか、石畳の遺構も残され
ています。岡山県のふるさと村に指定されて
います。

越
こし

畑
はた

（苫田郡鏡野町越畑）

　津山市北部、旧阿波村の谷あいの山村が大高下地区です。いくつか残る茅
かや
葺
ぶき
屋根の古民

家と、谷間に広がる緩やかな斜面を利用した田畑、自然豊かな渓谷が残されており、岡山
県のふるさと村に指定されています。

大
おお

高
こう

下
げ

（津山市阿
あ

波
ば

）

八塔寺

426

368

368

9046 90

岡山国際
サーキット

至八塔寺川ダム

周辺図

知和
駅

因美
線 美作河井駅

美作加茂駅

大高下

越畑

周辺図



円
えん

城
じょう

（加賀郡吉備中央町円城）

14

　吉備中央町の中ほどに位置する標高約
３００メートルの高原上にある円城地区は、
天台宗寺院円城寺の門前に開けた門前町で、
岡山県のふるさと村に指定されています。円
城寺本堂の東には、延

えん
文
ぶん
２（１３５７）年の銘

文のある宝
ほう
篋
きょう
印
いん
塔
とう
（県指定重要文化財）があり

ます。境内にある提
だい
婆
ば
宮は村の鎮守で、本堂

とともに弘
こう
化
か
３（１８４６）年に再建されたも

のです。

　笠岡諸島の真鍋島は、漁業と農業を生業の中心とする島です。映画「瀬戸内少年野球
団」のロケ地としても知られ、のどかな風景が残る漁村は、岡山県のふるさと村に指定さ
れています。源平合戦を平氏方として戦った真鍋氏の屋

や
敷
しき
跡と伝えられる場所には、沢

そう
津
づ

丸
まる
の宝

ほう
塔
とう
（まるどうさま　平安時代末～鎌倉時代初期　県指定重要文化財）が残されている

ほか、島の東部には五
ご
輪
りん
石
せき
塔
とう
群（市指定重要文化財）や真鍋城址（市指定史跡）もあります。

港近くの真鍋家住宅は国登録有形文化財です。

真
ま

鍋
なべ

島
しま

（笠岡市真鍋島）

円 城 寺

宝篋印塔…もとは宝篋印陀
だ

羅
ら

尼
に

経
きょう

と
　　　いう経典を納めるための石塔

用語解説

かもがわ
総合スポーツ公園円城寺

372

429

道の駅
かもがわ円城

医王院地蔵院

吉備中央町立
円城小

円城郵便局

周辺図

ふれあい
パーク

真鍋家住宅

八幡神社

天神神社

本浦港

真鍋城址

笠岡市立
真鍋島小・中

円福寺
沢津丸の宝塔

周辺図




